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1．こ ん な研 究室 で す

　私た ちの 研 究 室 は，平等院 近 くの 宇治 キ ャ ン パ ス に あ る

エ ネ ル ギ
ー

理 1：学 研 究 所 に所属 し，大学院エ ネ ル ギー
科学

研 究 科 エ ネ ル ギ ー変換 科 学 専 攻，な ら び に， 1．学 部 竃 気 電

∫
・
［：学科 を兼担 して 大学院生 と学部 4 回牛 を受 け 入れ て い

ます．

　耕 究 室 の ス タ ッ フ は，1
｝i川 潔教授，長崎百伸助教授，督

寿之助 予，増 山 開 助 手，若 谷 綾 子 秘 書で
， 現 在，大 学院 牛

が 5 名，学部 4 回 生 が 1 名で す．なにか と理 山をつ けて は

コ ン パ や 鍋 パ ー
テ ィ，た こ 焼 きパ ー

テ ィ を して エ ネル ギ
ー

を補給 し，ス ポー
ッ 好 き と ダ イエ ッ トの 必 要な人た ちは，

ゴ ル フ ・野 球 ・テニ ス ・ピ ン ポ ン で ， 蓄 え た エ ネ ル ギー
の

・
部 （ほ とん ど ？）を消費 （浪費 ？）して い ます．ま た，研

究 者に 要求 され る 洞察力 と決断力を涵養す る た め と称 し，

麻雀で 息抜 き をす る こ と もあ ります，

2 ．研 究課題

　 ビーム 直接 エ ネ ル ギー
変換，電子サ イ ク ロ トロ ン 共 鳴 に

よ る プ ラ ズマ 生 成 ・加 熱，自 由電 ∫
・
レ
ーザ 発 生 ・応用．相

対
．
論 的 高輝 度 電 f’ビ ー

ム 生 成 な ど，荷 電 粒 子 の 高 精 緻 制 御

に 関 す る研 究 に 挑 戦 し て い ます，特 に，ビ ーム 直接 発 電 実

験 で は，87± 6 ％ の 高効率 を実証 し ま し た，現 在多 くの 学

生 を虜 に して い る研究 課題 は，慣性静電閉 じ込め 核融合中

性 f源 の 研 究 で す．

3．慣性静電閉 じ込め核融合中性子源の研究

　私 た ちの 慣性静竃 閉じ込め 核融合巾性 子源 は，直径 35
Cm の 球 形 貞空容器 （陽極）内に．写真 の よ うな幾lrl∫学的透

過 率 の 高 い 直径 6cm の 陰 極 を同 心 球状 に 設 置 した 装 置 で ，

陰極へ の 電流導入端子 に よ る 影響を除い て ほ ぼ 球対称 な電

位分布が 形成されます．陰極 ・陽樋問の グ ロ
ー
放霓 で生 じ

た 弔：水素イ オ ン の 多 くは加速 され 陰極 を通 り抜けて i卜心へ

集束 し，再 度陰 極 を通 り抜 け て 陽極 へ 向か う イ オ ン は，陰

極 に よ り減速 さ れ，再 び 陰極内へ 入射 さ れ ます．こ の よ う

な イオ ン の 運 動 は，陰極 に 衝突 し た り，荷電交換 反応 に よ

り巾性 原 r−　・分 r・に 戻 さ れ た り，あ る い は 核融 合 反 応 を生

起 す る まで 繰 り返 さ れ ，そ の 結呆，球形 固 体陰 極 に よ る放

竃 に比 べ て イ オ ン の 寿 命 は 長 くな り，電 離 効率 の 向上 と と

も に．イ オ ン 同十 あ る い は イ オ ン と中性 原 子 ・分 子 との 衝

突 に よ る核 融 合 を高効率で ノk じ させ る こ と が 可 能 と な りま

す．私 た ち の 装 置で ，62kV ．30　mA の 重水素放電 に よ り再

hiti］．’f／i・t・一，v↓’、itT（・．kvθ io・tf．Cic・．ji・fbt“ tiTLI

現 性 よ く毎秒
・
丁ヲ」個 の 中性 子 と 陽 r一が 定 常 的 に 発 生 しま

す，

　私 た ち の 研究室 は，1991年に 我が国で 初め て こ の 中性子

源 の 餅 究 に 着 手 し．今 凵 ま で 広 範 に わ た る 理 論 ・実 験 研究

を行 っ て きました．そ の 間．粒 f’シ ミュ レーシ ョ ン に よ り，
中心 部 へ 向か う イオ ン ビ ーム 電流 （パ

ービ ア ン ス ）が ある

閾値を超 え る と球形 陰極 内部 で電 位 の 二 重井戸構造が 形成

され て，そ の と き中性子 発生 率 は電 流 の 約 3 乗 に比 例 す る

こ と を 見 い だ しま した．また，その 検証の た め，H本 原 子

力研 究所 「原 ∫
・
力 基礎 側 究 」 に よ り平成 11年，シ コ、タ ル ケ

効果を用 い た レーザ 誘起蛍 光法 で球 形 陰極 内 部の 電 位分布

の 直接的計測 に 初め て 成功 し，30年問 に わ た る電 位．二 重井

戸 構造 の 存在 に 関す る 論争 に終止符を打 ち ま した．

　現 在，小 型 ・軽 量で ，構造 が 争純 とい う特長 を 活 か し，
こ の 中性子源をア フ ガ ニ ス タ ン で の 人道 的地 雷 探知 に 応 用

す る た め，科学技術振 興 機構 「戦略 的創 造研 究 推 進 事業」

で ，中性 r一発 生 率 の 向上 に 取 り組 ん で い ま す．ま た，引 き

続 き 「原子 力 基 礎 研 究 」 に お い て は，電 位 1重 井Jtire造形

成の 動作 メ カ ニ ズ ム に 果 たす 役 割 を 明 らか に す る た め，電

倖分布計測 法 の 高度化 の た め の 研 究 を進 め て い ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責 ：増 円　 聞）

慣性静電閉 じ込 め核融合装置 と中心部 の 放電の 様子 〔プラ ズ マ ・
核融合 学会199ア年度 カ レ ン ダー，お よ び Newton1996年11月 号に

掲載 された写真 で す．）
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